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抄　録

保育士養成課程における施設実習は、保育所実習とは異なり実習先が多様な種別にわ

たっており、施設実習ならではの指導上の課題を有していると考えられる。本研究では、

施設実習を実際に指導している養成校教員と、受け入れ施設職員とに調査を行い、こうし

た施設実習指導の現状と課題の把握を試みた。その結果、生活体験の不足などの保育学生

の現状や、現行の保育士養成課程の課題、養成校教員の専門性や労働環境にかかわる問題、

施設における実習受け入れ体制の問題など、養成校と受け入れ施設とが抱える実習指導上

の課題を生じさせている要因の多様性が明らかとなった。
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Ⅰ　はじめに
保育士養成課程における施設実習は、保育所実習とは異なり、多様な種別にわたって行

われているという特徴を有している。

野上らは、施設実習が、保育所実習にくらべ「現場に『おまかせ主義』的な意識が強く、

相互の連携が図りにくい現実」があるとし、「養成校側と施設側の相互の理解を深めより

効果的な実習への見直しを図るため」に、野上らの所属する養成校が実習を依頼している

中国圏内の施設の全職員を対象に、実習に対する意識調査を行った（野上ら1998：11）。

その結果、施設種別ごとに、実習目的、指導内容や評価の観点等に違いが見られること、

また、受け入れ施設側からすれば、養成校側の要望や事前指導の内容が十分伝わらず、知

りたいことが多いといった希望があることなどが明らかにされている。また、土田らは、

先行研究や実習に関する資料等をもとに項目を整理した質問紙を、所属する養成校が依頼

している児童福祉施設の実習担当職員に送付して、施設における保育士の職務と実習生の

実習勤務の内容を把握しようとした（土田ら1999）。この土田らの研究では、保育士の職
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務が施設類型によって異なること、またそうした保育士の職務と実習生が実際に実習で体

験する実習職務とが異なること、さらに、施設の指導方針の違い（実習生は基本的に保育

士の職務を体験するべきとするか、それとも利用児・者等に迷惑をかけない範囲の職務に

とどめるべきとするか）によっても実習生の実習職務が異なることが明らかにされている。

土田らは、これらが「実習生の実習経験が一様でない」状況を生み出す背景にあることを

指摘し、「今後、保育士の実習で経験すべき職務範囲について、実習施設側と養成校側の

合意形成が必要である」と述べている（土田ら1999：35-6）。

これらの先行研究が明らかにした知見は、次のようにまとめられよう。すなわち、受け

入れ施設の種別によって、保育士の職務や実習の目標・評価の観点が大きくことなること。

また、養成校とそれぞれの施設の間でも、程度の差はありつつも実習の目標や評価につい

ての捉え方に違いがあること。さらに、養成校間、同種の施設間においても、それぞれ指

導方針の違いが存在すること。それらが要因となり、実習生の実習体験に差が生じている

ということである。こうした違いや差の軽減のための、養成校と実習受け入れ施設との情

報交換や、さらに一歩進めた合意形成の必要性は、養成校においては繰り返し確認され、

より効果的なあり方をめぐって模索が続けられ、その成果は、『保育実習指導のミニマム

スタンダード』（全国保育士養成協議会2007）等の形に結実したが、実際に「現場でどの

ように活用していけるのか」が、課題として残されている。

一方、実習における連携という課題は、施設側にはどのように認識されているのであろ

うか。

全国児童養護施設協議会が発行する『児童養護』では、2008年から2009年にかけて「施

設実習の現状と課題」と題した連載を4回にわたって掲載した。冒頭に企画された養成校

教員と児童養護施設職員による座談会では、養成校教員の側から、実習教育を行っていく

上で養成校と受け入れ施設が「目的を共有し、スーパービジョンの役割分担をする共同作

業」が必要であることが指摘され、また、実習先の職員への期待として、人の配置・確保

や費用、情報等実習環境を整える「マネジメント」と、実習指導の「プログラミング」の

能力を持った担当者をという意見が出されている。これに対し、施設職員からは、「施設

職員のていねいな指導とか、きちんと計画を立てて学校と共存していくのは大事だし、やっ

ていったほうがいいと思いますが、実際、現場はすごく忙しい」「養成校と受け入れる施

設が共通の認識を本当に図れるのかという部分。何か始めなくてはいけないとは思います

が、実際に付属する問題や現場の人の意識を全部複合して物事を進めていかなければいけ

ないので難しいと思います」といった発言、あるいは、「施設の設置基準をきちんとした

うえでないと現場としては同じテーブルにはつけない。その問題を解決しなければ、ずっ

とこうしなきゃね、ああしなきゃねという議論のままで終わってしまうだろうと思います」

といった意見が出されている（全国児童養護施設協議会2008）。養成校教員が言うように、

実習指導は、養成校と受け入れ施設の「共同作業」として取り組むことが求められている

のだが、重要なのは、それが、養成校と実習施設それぞれの「現場レベルで実情をふまえ
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た実習の指導体制と連携」でなければならないということであろう（高橋・木山2009）。

本稿では、こうした課題意識のもと、岡山県内の保育実習受け入れ施設の実習指導担当

者と養成校の実習指導担当者を対象に行った、施設実習で学生に期待される学びと施設実

習指導上の課題に関する調査から、特に施設実習指導の現状・課題について明らかになっ

た点をまとめておきたい１。学生たちの指導を直接担っている、養成校、実習受け入れ施

設それぞれの実習指導担当者が、実習指導にどのような課題を感じているのか、それを共

有することが、共同作業の第一歩として重要であると考えるからである。

Ⅱ　調査の目的・対象・方法
本調査は、施設実習の意義・学習目標を明確にし、また施設と養成校が抱える実習指導

上の課題について把握することを目的に実施した。なお、調査にあたっては、日本福祉大

学の倫理規程に従い、プライバシーの保護を始めとする倫理的側面に配慮した。

調査の対象は、岡山県内の保育士養成校（19校）の施設実習指導担当者と実習受け入れ

施設（58施設）の実習指導担当職員である。対象者の条件は、施設職員については、経験

を比較的長く積んだ実践者の意見を集約するため、当該施設での勤務年数が5年以上で、

保育実習指導に携わった経験のある職員各施設2名程度とした。養成校教員については、

現在勤務校において施設実習指導を担当している教員各校１～2名（岡山県保育士養成協

議会養護実習委員会委員）を対象に実施した。教員については、特に勤務経験は指定しな

かった。

Ⅲ　調査の実施手順と方法・調査項目
調査協力者は、施設側については各施設長をとおして協力を依頼し、養成校教員につい

ては、各養成校長をとおして岡山県保育士養成協議会養護実習委員会の構成員に依頼した。

対象者には、研究依頼文書と質問紙を送付し、郵送法によりデータを収集した。調査期間

は2013年6月から7月である。本調査の実施に先立ち、2013年5月に、対象となる施設職員

と養成校教員の中から、施設職員6名、養成校教員4名に協力を依頼してプレテストを実施、

調査項目の調整を行った。最終的に決定した調査項目のうち、実習指導上の課題に関する

項目は、施設職員対象の調査票では「実りある実習とするため、実習生に事前に学習・準

備しておいてほしいことは何か」と「保育学生に対する実習指導で、悩んだり、困ったり、

負担に感じていること」の2項目、養成校教員対象の調査票では「実りある実習とするため、

貴方が事前指導において特に重視していることは何か」と「実習終了後に、養成校で実施

する事後指導ではどのようなことに取り組むべきだと思うか」、「保育学生に対する実習指

導で、悩んだり、困ったり、負担に感じていること」の3項目である。

回答者の属性について尋ねた後、上記それぞれの項目について、自由回答で3点前後挙

げてもらった。本稿では、これらのうち、実習受け入れ施設と養成校との連携が特に重要

である事前指導に関する意見（施設側は事前学習・準備への要望、養成校では特に重視し
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ていること）と、それぞれが感じている実習指導上の困難さについての回答に絞って調査

結果をまとめていくこととする。

Ⅳ　調査の結果
１．回答数・回収率

岡山県保育士養成協議会が指定する岡山県内の実習受け入れ施設（58施設）の職員への

調査票発送数は116、回収数は75通（回収率64.7％）であった。一方、岡山県保育士養成

協議会会員校19校の社会福祉施設実習担当教員への調査票発送数は24、回収数20通（回収

率83％）であった。

２．回答者の状況

（1）施設職員回答者

施設職員回答者の勤務年数は平均12.7年、男女比25：50であった。施設の種別ごとの回

答者数は、障害者支援施設が45、障害児入所施設8、児童発達支援センター4、児童自立支

援施設3、児童養護施設14、情緒障害児短期治療施設１であった。年齢別にみると、20代8

名、30代34名、40代19名、50代14名であった。

（2）養成校教員回答者

養成校教員回答者の勤務年数は平均6.3年、男女比12：8であった。年齢別にみると、30

代7名、40代5名、50代5名、60代2名となっている。専門分野は、保育系3名、福祉系8名、

心理系3名、教育系４名、音楽系1名、その他の社会科学系1名であった。所属は、四年制

大学が11名、短期大学が6名、専門学校が3名であった。

（3）「実習指導上の悩み」「事前学習への要望」「事前学習で力を入れていること」に関す

る調査結果

1）施設側が抱える実習指導上の悩み

施設側が抱える実習指導上の悩みは、学生に関するものが多かった（回答として内容が

不適当なものを除く全回答件数165件中112件、67.9％）。

内訳を見てみると、最も多かったのは、「意欲・積極性・探求心のなさ」（24件）、「アド

バイスや説明がきちんと伝わっているか不安（伝わっていない学生が増えている）」（12件）、

「保育所・幼稚園に就職したいのにという気持ちがあらわれている学生、資格のために来

ているという思いがみられる学生への指導」（6件）、「質問や疑問が出ない・受け身で指示

待ち・自主性がない」（18件）、「勝手な思い込みによる行動がみられること」（2件）、「子

どもにはたらきかけたことに対して思う反応が得られないとすぐに失敗感を持つ」（1件）、

「体調不良時の訴えがあまりない・困っていることがわからない」（2件）といった、学生

の態度・姿勢に関するもの（65件、39.2％）であった。

次いで、「一般的な心構えやマナーが出来ていない・マナーが出来ていない学生への対応・

言葉遣いやマナーなど実習目的以外のところで指導の必要が多く、それに時間をとられる」

（23件）、「常識のない学生が増えている」（3件）、「職員への不適切な態度」（3件）といっ
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たマナーに関する指導上の悩み（29件、17.6％）が多い。

その他、学生に関する回答には、「何を学びたいのか実習の目標がはっきりしていない」

（6件、3.6％）、「利用児・者との基本的かかわり自体が難しい学生・配慮の必要な学生が

増えていること」（5件、3.0％）、「障害に対する知識が乏しい」等事前学習の不足を指摘

する回答（4件、2.4％）、「基本的生活スキルがない学生がいること」（3件、1.8％）等があった。

学生に関するもの以外の回答で多かったのは、「実習日誌の記載が負担」（23件、

13.9％）であった。これは大きく、「感想ばかりで気づきや疑問がない」、「日記になって

いる」、「誤字・脱字・話し言葉など、そこからの指導はしんどい」等、学生の日誌記入の

状況やそれに対する指導の難しさを挙げているグループ（9件）と、「毎日の実習日誌のコ

メント記入は勤務時間内では難しい」、「コメントを書くことが負担」という職員の負担感

を表したグループ（14件）の２つに分けることが出来る。

他に、「仕事が増える」（1件）といった負担感を記したもの、また、「変則勤務や振り替

え休日などで実習生の様子を毎日伺うことが出来ず（複数の実習担当で誰かは対応するよ

うにしてはいるが）、申し訳ない気持ちです。学生さんも質問しづらいと思います」、「じっ

くり指導することが難しい」、「日々の業務の中で実習生とのかかわりが十分持ちにくい」、

「年度によっては、パートの方や新人職員に実習を担当してもらうようになる」、「年間を

通して月に２～３校、２～3人ずつの受け入れがあること」等、実習受け入れ態勢の課題

を挙げているもの（5件）や、「短い期間で何か得るものや印象に残る経験をする為にはど

うすればよいのか」、「どこまでを経験していただくか（我々の部署は1日のみ入っていた

だくので十分に知っていただけないこと）」、「どのような声かけをしていけば実習にプラ

スになっていくか」、「児童の全体像を把握してもらいにくい」、「専門性だけでなく職業倫

理も教えるべきなのか教えなくてもいいのか」等、指導内容や方法に関する悩みを挙げる

回答（5件）、「実習生が入ることで子どもたちの気持ちが高揚するので大変」、「実習生と

利用児の様子を見守りたいが、利用児も年々難しく、先に注意することなど具体的に伝え

必ず見守るようにしている（事故が増えている）」、「普段と異なる状況（実習生の方がいる）

に利用者の方が気にして落ち着かない」といった利用児・者への影響を指摘する回答（3件）、

「評価の仕方が難しい」、「できるだけ統一はしているが、実習担当者により評価に差が出る」

「実習生にどこまで求めていいのかわからない」等評価の難しさを挙げる回答（5件）、「10

日間の泊まり込みは学生にとってストレスではないか」という実習のあり方に関する疑問

（1件）、「学校側との連携がとりにくい」という意見（1件）があった。

2）施設側が、学生に事前に学習・準備しておいてほしいと考えていること

施設側が「事前に学習・準備しておいてほしいこと」は、上記を反映して、多いもの

から順に、「挨拶、言葉遣い、服装などのマナー・礼儀」（全回答件数186件中、24件：

12.9％）、「実習の目的・目標を明確にしてほしい」（19件、10.2％）、「実習先施設の歴史・概要・

特徴」（19件、10.2％）、「実習日誌の書き方」（17件、9.1％）、「積極的な姿勢」「心構え」「意

欲」（16件、8.6％）となっている。
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また、「障害についての一般的理解」（13件、6.9％）、「発達障害について」（12件、6.4％）

は、両者をあわせると25件、13.3％となり、利用児・者の特性、とりわけ障害についての

基本的理解が強く求められていることが分かる。障害児・者を対象とした施設はもちろん

だが、発達障害に関する学習は、児童養護系の施設から要望が多く出されており、障害の

ある人・子どもへの支援が広く種別を越えて課題となっていることがうかがえる。

次いで、「レクリエーション」「遊び」等（11件、5.9％）、「体力・健康管理」（9件、4.8％）、

「生活スキル」（7件、3.8％）、「コミュニケーション力」（5件、2.6％）、「子どもの発達に関

する理論・知識」（5件、2.6％）となっている。

3）養成校教員が抱える実習指導上の悩み

養成校教員が抱える指導上の悩みでは、「従来の指導ではうまく育てられない学生が増

えてきているため、実習以前に人としてのマナーや倫理を教育しなければならないケース

が多く出てきたこと」「体験不足から来る生活技術や生活感覚が未形成の学生の増加」「指

示待ち型の学生の増加」「体験や思考、感情をふりかえることが苦手な学生の増加」等、

昨今の学生の特徴を指摘する回答（全回答数54件中17件、31.5％）が、最も多い。

次いで、「教員一人あたりの指導人数が多くて指導が行き届かない」（4件）、「個別指導

の時間の確保」（4件）、「保育は専門外なので苦痛」（2件）、「他の業務との両立」（4件）等

の、教員の労働環境の問題に分類される回答が14件で、25.9％と高率になっている。

他に、「種別が多岐にわたるので、一斉指導が難しい」（2件）、「保育所希望の学生にとっ

て施設実習の意義を見いだしにくいケースがある」（1件）、「保育士養成カリキュラムとの

齟齬（成人障害者や学童期以降の子どもの育ちや支援について学ぶ科目はない）」（1件）、

「保育士の専門性と施設職員の専門性の不明確さ」（1件）等、保育士養成カリキュラムに

おける施設実習の位置づけの不明確さや実習先の多様性による指導の困難さを挙げる回答

（5件、9.3％）、「実習中は昼夜を問わず学生対応に追われる」、「実習生が体調不良の際の

見極めや対応」等、宿泊を伴う実習ならではの悩み（4件、7.4％）、「学生が第一希望の実

習先に行けないこと。特に児童養護施設に関心のある学生が多いが、その施設数には限り

がある」「施設のケア水準のばらつきに目をつぶって配属・指導しなければならない」と

いった実習先確保に関わる悩み（3件、5.6％）や、養成校教員間でのチームワーク、実習

間・科目間の連携の難しさを指摘するもの（3件、5.6％）、そして、「守秘義務の指導」「実

習記録（日誌）の指導方法」等指導上の具体的な悩みが4件（7.4％）となっている。

4）養成校が事前学習で力を入れていること

一方、養成校教員が事前指導において力を入れていることは、多いものから順に、「積

極的な姿勢・心構え」（全回答件数54件中10件、18.5％）、「利用児・者との接し方」「偏見

を持たずに向き合う態度」（10件、18.5％）、「実習の意義・目標・課題の明確化」（8件、

14.8％）「挨拶、言葉遣い、服装などのマナー・礼儀」（7件、13.0％）、等となっている。

次いで、「実習先施設の歴史・概要・特徴」（4件、7.4％）、「個人情報保護・守秘義務」（2件、3％）、

「コミュニケーションの大切さ」（3件、3％）、「利用児・者の特性」「利用児・者の現状理解、



− 75 −

アセスメント」（2件、3.7％）となっている。

Ⅴ　考察
実習指導上の課題としては、施設側と養成校側は共通して、学生の実習に向かう姿勢や

態度のあり方を指摘している。「指定保育士養成施設の指定及び運営の基準について」（雇

児発0808第2号）では、「保育実習を行う時期は、原則として、修業年限が2年の指定保育

士養成施設については第2学年の期間内とし、修業年限が3年以上の指定保育士養成施設に

ついては第3学年以降の期間内とする」と定めており、保育所や幼稚園での実習、あるい

は養成校によってはインターンシップ等何らかの実習を既に経験しているはずの学生も多

い中で、何故このような指摘が多くなるのだろうか。

これは推論となるが、一つには、岡山県内での施設実習は、その多くが泊まり込みでの

実習となっていることがその要因の一つと考えられる。宿泊実習は、通勤での実習とは異

なり、衣食住のすべてにおけるマナーや生活スキルが試されることになる。普段、家族の

助けを得ながら生活していることが多い学生たちにとっては、家とは勝手の違う生活の中

で、試行錯誤しながら家族の助けを得ずに自分自身で切り盛りすることが求められる上に、

さらに実習という負荷のかかる下での10日間であり、それをどう支えていくかが、受け入

れ施設、養成校双方の課題となっていると考えられる。

また、岡山県では、養成校が毎年のように増加する中、実習受け入れ施設の確保が課題

となっている。岡山県保育士養成協議会が指定している実習受け入れ施設は、2014年度現

在で65施設にのぼるが、例年実習先として学生たちから希望が多く寄せられる児童養護系

施設は、乳児院1、児童養護施設12、児童自立支援施設１、情緒障害児短期治療施設１の

15施設のみであり、実習先として最も多い種別は、主に成人を対象とした障害者支援施設

の34施設である。障害児を対象とした施設には、通所型と入所型の両方があるが、通所型

では通勤可能な条件にある学生のみが対象となることから、受け入れ先の確保が課題と

なっている中、特に実習Ⅰでは宿泊実習が可能な入所型の施設が選択されることが多い。

こうした規制のために、学生が自分の希望する種別の施設で実習出来ず、それが学生の意

欲や態度に反映していることも考えられる。さらに、たとえば障害のある人たちとかかわ

る経験をほとんど持たないで来た学生たちの中には、自らの希望に添わない形で障害児・

者の施設に配属された場合、そのことによる不安も重なり、施設実習に対して一層消極的

になってしまう者もいるかもしれない。こうした状況が学生への評価の背景に存在してい

ると思われる。

次に、施設側、養成校側双方から、それぞれの置かれている労働環境に関する悩みが示

されたことが注目される。

施設側の回答からは、十分に指導できるような職員配置や勤務形態等が保障されていな

いにもかかわらず、毎年多くの実習生を受け入れている施設もあること、そうした状況の

下で実習担当者として負担を重く感じている様子がうかがえる。これは、もちろん実習の
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質を高めていく上でも検討を要する課題であるが、それ以前に、実習が安全に行えるかど

うかという最も基本的な事柄を左右する問題であるといえる。宿泊を伴う実習でもあり、

「実習中の学生の体調など、大きな問題や事故がなく無事終えて帰学するまでが心配」と

いう養成校教員の回答、あるいは実習による利用児・者への影響を案じる施設職員の回答

からも、実習中の利用児・者および実習生の安全の確保という視点から、早急に対応が講

じられる必要のある課題であると考える。

養成校側の回答でも、専門外でありながら実習を担当していることへの悩みや、「教員

一人で100人有余の学生指導」「実習を３つ担当しており、それが4月終わりから3ヶ月連続

している」「事務的作業（書類作成・管理、実習先との調整）に時間をとられる」等、十

分な指導を困難にしている養成校教員の労働環境の現状が記されていた。

岡山では、岡山県保育士養成協議会が実習ごとに委員会を設けており、施設実習につい

ては養護実習委員会が設置されている。そこで、養成校間の実習日程・人数調整や実習に

関する情報交換なども行われ、各養成校が実習指導において直面する問題への対応等につ

いても全体で知恵を出し合い、場合によっては委員会として取り組むこともある。こうし

た協力関係があることにより、それがない他の地域と比較すれば、恐らく実習指導におけ

る水準はある程度一定に保たれているのではないかと思われる。しかしながら、学生の生

活体験の不足や学力の低下、あるいは先述のような実習施設選択の現状から必要とされる、

丁寧に時間をかけた個別指導や実習中・実習前後のサポートをどれ程実現出来るかは、そ

れぞれの教員が置かれている条件・状況に大きく左右される。中には定員が20人前後の養

成校や、実習担当者が複数名置かれている養成校もあるが、その一方で、実質的に1人で

多数の学生の実習指導にあたっている担当者も少なくない。このような養成校教員の労働

環境の問題も、実習の安全性、質の向上という視点から早急に改善が求められる課題であ

ると考える。

また、養成校教員からは、「保育所を希望する学生にとって施設実習へ行くことの意義

をみいだしにくいケースがある」「保育士の専門性と施設職員の専門性の不明確さ、保育

士養成カリキュラムとの齟齬、脱施設化の方向など、実習の目指すところが不明確・不透

明な中での指導には閉塞感や矛盾がつきまとう」など、保育士養成課程における施設実習

の特徴に由来する悩みも挙げられていた。施設側、養成校側双方が問題視する学生たちの

態度や行動の背景にこうした課題が存在していることは、これまで先行研究でも指摘され

てきたが、今回の調査でも同様の結果が確認されたといえる。

詳しい内容は別稿に譲るが、本調査では、保育士養成課程における施設実習については、

施設側、養成校側ともに「意義がある」と考えていることが明らかとなっている。それは、

専門性を身につける機会というよりも、専門性の前提となり基盤となるような体験的学び

の機会としての側面が評価されてのことであったが、こうした判断の根拠となる実習指導

の現状には、必ずしも保育士養成課程のあり方だけにとどまらない様々な課題が背景に存

在することがわかった。たとえば、前述のような保育学生の現状、すなわち、利用児・者
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と「かかわる」等の経験の不足、基本的生活スキル・マナーが身についていない（学生自

身に重要性が認識されていない）や、現行の保育士養成課程の課題（過密カリキュラムに

よる余裕のなさ、各施設における支援の専門性との関係が学習内容において不明瞭、実習

期間が短く専門的知識や援助技術を習得するのに必要な時間が保障されていない等）、保

育士養成校の増加による実習先の不足、また、養成校教員の専門性や労働環境にかかわる

問題、施設における実習受け入れ体制の不十分さ（人手不足、多忙化、職員の意識の差）

等である。

実習指導の課題というとき、実習に直接関わる事柄にのみ目を奪われがちであるが、受

け入れ施設、養成校それぞれの担当者が指摘する上記のような現状を視野に入れた課題解

決への努力が求められていると言えよう。

注

1）本調査の結果全体については、別稿での発表を予定している。
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